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第７２回卒業証書授与式 

 １ 卒業式（校長式辞、答辞） 

 ２  課題研究成果発表会 

３ 部活動報告 

 ４ 学校評価アンケートの結果 

 ５ 令和元年度進路状況報告 

１月２２日（水）の５・６限目、体育館で課題研究成果発表会が２・３

年生を対象に行われました。本校の課題研究では、３年次に１１の講座の

中から学科の枠にとらわれず研究テーマを選び、それぞれ年間目標を設定

し活動しています。資格取得や商品開発、地域活性化の活動、スキルアッ

プ講座など、それぞれが設定した目標を達成するため教師主導ではなく、

生徒が自ら学ぶ時間が「課題研究」の授業です。 

課題研究成果発表会でも、３年生が課題研究を通しての充実感や反省点

など、自ら感じた熱い思いを２年生や先生方に向けて力強く語りました。

２年生は、自分だったら何を学びたいか…と真剣に考えながら話を聞いて

いました。新３年生が課題研究を通して来年どのように成長するのか、今

からとても楽しみです。 

https://sh.higo.ed.jp/kumamoto-ch/  

＜校長式辞（～抜粋～）＞早春の日差しの中、校庭の木々のつぼみも日ごとに膨らみを増し、今年もまた、希望に満ちた春が巡ってきました。この春の佳き日に、 保護者の皆様に

ご臨席を賜り、ここに熊本県立熊本商業高等学校第７２回卒業証書授与式を挙行できますことに、心から感謝申し上げます。（中略）また、本校の教育活動に深いご理解と温かい

ご協力、ご支援を賜りましたことに、熱くお礼申し上げます。誠にありがとうございました。さて、ただいま卒業証書を授与しました３６４名の卒業生の皆さん、卒業おめでとうございま

す。振り返れば、様々な思い出が、走馬灯のように去来していることと思います。本校における経験を糧に、新しい道をしっかりと歩んでいってほしいものでありますが、今からの世の

中は、あらゆる面において、ますます変化が激しくなると思われます。また、現在のこのような状況が早く収束することを願うばかりですが、今後起こることが無いとは言えません。皆さ

んは、激しい社会に変化にも適応し、豊かな人生を送ることができるように、これからも自らを磨き続けていくことが必要です。そのような卒業生の皆さんの、門出に際し、いささかの

希望を述べて、皆さんへの餞の言葉といたします。 まず、申し上げたいことは、「自分の足元を固めつつ前に進んでほしい」ということであります。２０２４年度から使われる新たなお

札の発表がありましたが、その一万円札に「渋沢栄一」氏の肖像が描かれています。渋沢栄一氏は銀行や保険会社、証券取引所など500もの会社の設立や、病院、今の一橋大

学などの設立や経営に携われ、後に「日本資本主義の父」、「実業界の父」とよばれていました。また、来年のNHK大河ドラマの主人公として描かれることになっています。その渋沢

栄一氏は、私たちが人生を歩んでいく中で、心のよりどころとなる様々なメッセージを残されています。その一つに 「人は進んで止まぬが世の常であるから、結局現状維持は、取りも

直さず、自分が退歩する勘定になるのである。」という言葉があります。すなわち、「周りが前へ進んでいく中で、自分が現状維持であるとは、現状を維持できているのではなく、自分

が後れを取っていくことになる」ということです。社会の有為な人材になる皆さんには、しっかりと自分の足元を固めつつ、時の流れが速いこの世の中で「新しいこと」や「外向きのこと」

に躊躇し足踏みし続けるのではなく、一歩一歩着実に前へ歩んでいただきたいと願っています。次に申し上げたいことは、「相手を思いやり、尊敬と感謝の気持ちを持つ」ということで

あります。今日の社会の中で、争いごとが絶えず、私たちの周りでも感謝やいたわりの心を忘れた自己中心的な行いを見ることがあります。このような問題を解決できるのは「人の

心」です。禅の言葉に「和敬静寂」があります。鎌倉末期に中国から伝えられ、それを一休和尚が民衆に広めた禅語ですが、「心の和を保ち、他人や事物に対しては常に尊敬と感

謝の気持ちを持つこと。そして、清々しい気持ちで人や物に接すること」を意味しています。今日の、価値観が多様化する中、人と人との繋がりを大切にして生きていく上で「和敬清

寂」は必要不可欠であります。どうか、和らぎの心をもち、尊敬と感謝の気持ちを大切にしながら歩んで行って欲しいと思います。卒業生の皆さんの今日のこの喜びは、３年間の弛ま

ぬ努力の賜でありますが、これまで皆さんを慈しみ育んでこられた保護者やご家族の方々、時には優しく、時には厳しく叱咤激励し教え導いてくれた先生方、そして思いやりをもって

温かく見守っていただいた地域の方々などに支えられたものです。そのことに対する感謝の気持ちを忘れてはなりません。どんな時代にあっても、社会生活の基本的な心構えは思

いやりの情です。自然や他者への感謝の念を持ち、また自然や他者を思いやる心がとても大切です。皆さんは、いよいよ明日から新しい生活が始まります。家族や親友、そして郷

土への感謝の気持ちをいつまでも忘れないでください。そして１２４年に及ぶ本校の輝かしい伝統に大きな誇りを抱き、本校で育んだ「礼節・剛健」の精神を心の糧に、社会の有為な

形成者となるべく、それぞれの道を力強く邁進し、理想に燃えた心豊かな若人として、明日へと大きく羽ばたいてください。これからの皆さんの人生において、いかなる状況にあって

も、青春時代の一頁を綴った母校に思いを馳せ、そこから新たな力を湧き立たせてほしいと願っています。最後になりましたが、保護者の皆様には、ご多用の中、ご臨席を賜り、若

人の門出に温かい祝福をいただき、あらためてお礼を申し上げます。今後とも本校のさらなる発展のためにお力添えを賜りますようお願い申し上げます。卒業生の皆さんの前途に限

りない期待を寄せ、素晴らしい未来が開かれんことを念じて、式辞といたします。             令和２年３月１日   熊本県立熊本商業高等学校長 德永 憲治   

＜答辞＞日差しが一日一日と暖かさを増し、桜の蕾も色付き始める今日、私たち364名はこの熊本商業高校を卒業します。本日は私たちのためにこのような素晴らしい卒業式を挙

行して下さり、誠にありがとうございます。またご多忙の中ご出席をいただきました保護者の皆様には、卒業生一同、心より感謝申し上げます。 

 思えば平成29年の４月、私たちは不安や希望を胸に熊商に入学しました。そして今、再び不安や希望を胸に、次のステージに進もうとしています。この３年間で得た学びや経験、

苦楽を共にした仲間の存在、培ってきた心身の逞しさ。３年前の私たちとは、違うように思えます。熊商で過ごした日々は「成長と絆の３年間」、そう表現できる時間です。特に最上級

生としてこれまで以上に努力したこの１年間は、思い出深いものとなりました。令和最初の熊商デパートでは、時代の幕開けにふさわしいものを作り上げようと、小学生と一緒に販売を

行う企画や、店舗のリニューアルを実施しました。日に日に不安と緊張感が募りましたが、当日朝１０時の開店時「いらっしゃいませ」の発声と同時にお客様が続々と入店される光景

は、今でもはっきりと覚えています。大きな安堵感に包まれるとともに、地域の方々の期待と後押しを実感し身の引き締まる思いがしました。全校生徒の力が結集して、今年も熊商デ

パートは大成功を収めることができました。また、部活動においても私たちにとって集大成の年となりました。部活動は、高校生活で最も情熱を傾け、自分を成長させてくれた場所で

した。商業系・文化系・体育系いずれの部活動も盛んで、学校全体の活力となっているのは熊商の伝統の１つです。私が所属したサッカー部では、資格取得や学業との両立に苦労

しながら、部員全員で切磋琢磨し１つのボール、１つの目標を追いかけました。最後の試合となったあの日、終了を告げるホイッスルが鳴った瞬間に見上げた空は、さえぎるものが何

もない、澄んだ青でした。将来「部活動での経験があったから頑張れた」と思える場面が、きっと来るでしょう。日頃から大切にした恩師の言葉、大会に臨むときの高揚感、全校応援

をしていただいたこと。一生、忘れることはありません。高校生活は本当にあっという間で、様々な支えがあったことに改めて感謝の意を表したいと思います。まずは、机を並べて同じ

時間を過ごした仲間たちへ。毎日たわいもないことで盛り上がり、これから先も私にとっての財産であるみんなとの出会いに、感謝しています。次に、どんな時も本気で指導して下さっ

た先生方。熊商に入ってよかった、このクラスの一員でよかった、そう思っています。そして、最後に家族へ。やさしさに甘え過ぎてしまうこともありましたが、一緒に悩み、苦しみ、喜

び、いつも私たちを支えてくれました。今まで、本当にありがとうございました。頼もしい後輩たちに後を託し、私たちはこれから、それぞれの夢に向かって旅立ちます。感謝の思いと謙

虚さを忘れることなく、支えられる側から誰かを支えることのできる存在へ、高い志と「恕」の心を持った社会人になれるよう努力することを誓います。これまで私たちを育てて下さった

全ての方に御礼を申し上げるとともに、熊本商業高校の益々のご発展をお祈りし、答辞といたします。            令和２年３月１日 第72回卒業生総代  中村 蓮  
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      バレーボール部  主将 芳野  

私たちは全九州選抜高等学校バレーボール大会に出場し、予選

敗退と悔しい結果に終わりました。 

夏からたくさんの練習試合等を重ね、ようやくつかんだ九州大

会でしたが、熊商の持ち味である粘り強さと速攻バレーを発揮す

ることができませんでした。いつも熱心にご指導やサポートをし

てくださる椎葉先生や髙野先生、鍬田先生や応援してくださる保

護者や多くの方々に結果で恩返しできなかったことがとても悔し

いです。今回の九州大会では、九州のバレーボールのレベルの高

さを痛感すると共に、自分たちの練習への取組、日頃の生活態度

が未熟だと学び、考えることができました。 

この悔しさと学んだことを糧に、４月に行われる県大会に向け

て取り組んでいきます。そして、優勝して九州大会への出場権を

得て、次こそ結果を残せるように頑張ります。感染症防止のため

学校が休校となり、練習もできず時

間は多くありませんが、限られた時

間を大切にしっかり仕上げていきま

す。日頃からバレーボール部を応援

してくださる方々には、心から感謝

しています。これからも応援よろし

くお願いします。 

 進学者人数は、４年制大学が９７名（国公立１２名、私立８５名）、短期大学１１名、県立

技術短期大学校１０名、県立農業大学校１名、看護系の学校１６名、専修学校その他各種学校

が７２名です。主な学校をあげると、国公立大では熊本県立大(５名)をはじめ、昨年に引き続

き、北九州市立大(４名)、佐賀大(２名)、山口大(１名）です。私立大は熊本学園大(３３名)を

はじめ、九州ルーテル学院大（３名）、尚絅大（１名）、九州看護福祉大（１名）、東海大（１

名）など県内の多くの大学に進学者がいます。県外では俗に｢MARCH｣と呼ばれる明治(２名)、立

教（１名）、中央(３名)をはじめ、日本（２名）、駒澤（１名）、福岡（６名）、立命館アジア太

平洋（１名）など数多くの大学に進学します。短期大学は例年多い尚絅短大の幼児教育学科

（５名）に進みます。看護系は、熊本市医師会看護専門学校（４名）、熊本看護学校（４名）、

熊本駅前看護リハや上天草看護など８名が進学します。理学療法や作業療法、歯科技術など医

療分野にも約２０名の生徒が進学します。その他、熊商で学んだことをもっと深めたいという

ことから簿記や情報処理などの専門学校にも多くの生徒が進みます。 

 次に就職ですが、今年度も約８６.４％が県内就職で、高い県内就職率となりました。また今年度も多くの求人をいただくことができ

ました。(県内求人５８８(昨年より約１７４増)、県外求人１，２５７(昨年より約１５２増))また、本校生に希望の多い事務職での求

人も多くあり、民間就職者のうち約５０％が事務職に就きます。公務員については、高い学力と誠実な人柄が求められ、非常に高い競

争率の中、１８名が４月から公務員として働くことになりました。進路先は国家一般や税務職、海上保安庁、そして熊本県や各市町村

の職員、熊本県警、自衛官などです。 

     女子バスケットボール部  主将 竹宮 

新チームになって２週間程度で新人戦が始まりました。私は最上級

生として、２週間でチームを作ることができるかという不安と、先輩

方がウィンターカップで優勝されてそのチャンピオンチームの１・２

年生としてのプレッシャーを持ちつつ試合に挑みました。ベスト４を

かける試合で苦戦したものの勝利をつかむことができ、九州大会への

出場も決めることができました。ただ、苦戦したことは非常に悔しく

自分たちはまだまだだということを改めて実感できました。残念なが

ら新型コロナウイルス感染症の影響で大会は中止になりましたが、総

体で新人戦で味わった悔しさをぶつけたいと思います。 

総体でのチーム目標は、先輩方のように県で優勝し全国の舞台でプ

レーすることです。そのために、技術面でも精神面でも一人ひとりが

成長しなければ優勝は厳しいと思います。薮崎先生のご指導のもと、

残りの２ヶ月間を悔いの残らないように過ごしていきたいと思いま

す。 

 また、今は部員１４人で活動してい

ますが、４月からは新入生も入部して

くるので、総体に向けて一丸となって

良いチームを作っていきたいと思いま

す。バスケ部の応援をよろしくお願い

します。 

部活動報告 ～女子バスケットボール部・バレーボール部～ 

令和元年度 進路状況

  

学校評価アンケートの結果 

 昨年１２月に、本校生徒・保護者・職員を対象とした学校評価アンケートを実施しました。生徒、保護者とも、「本校入学に対する

満足度」はとても高く（４点満点中生徒平均３．３点、保護者平均３．６点）、生徒は「部活動の充実」「学習指導」「進路指導」の項

目で、保護者は「部活動の充実」「学校行事の充実」「生活指導」の項目で高い評価を出していました。一方で、生徒は「ホームページ

閲覧」「自発的学習」「学校情報（熊商モード等）を読んでいるか」の項目、保護者は「ホームページ閲覧」「学校情報を読んでいるか」

「学校行事（ミニバレー等）への参加」の項目が課題であると評価しました。経年比較で大きく変化した項目はなく、部活動や学習指

導、進路指導の充実、手厚さなどを高く評価してもらっている一方で、本校の教育活動を十分に伝える取り組みが不足している課題が

現れました。ホームページに関しては、「熊商ブログ」を中心に、可能な限りコンテンツを更新して最新の情報をお届けするように心

掛けています。おかげ様で、１日のヒット数が平均２００ヒット程度増加しました。今回いただいた評価を、今後の本校教育活動に反

映させていきたいと思います。生徒の皆さん、保護者の皆様のご協力に大変感謝いたします。ありがとうございました。 


